
 
 
 
 
 
 
 

２０００年７月３０日 

計測:池本秀紀,岡村毅、橋本真幸 

順位 name. time 備考 

1 竹谷賢二 41'46" コースレコード 

2 宮塚英也 46'36"  

3 山辺誠司 48'38"  

4 竹田佳行 49'50"  

5 和泉敦司 50'49"  

6 横手新次 50'56"  

7 山下永 51'02"  

8 吉野保 51'36"  

9 鈴木孝 51'58"  

10 篠原利光 52'06"  

11 関本耕司 52'06"  

12 上保幸三 52'09"  

13 荒川幸雄 52'46"  

14 佐藤顕信 53'16"  

15 山本勝弘 53'46"  

16 葭葉剛士 53'47" 自己新記録 

17 手島康裕 54'13"  

18 森山孝明 54'15"  
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19 川上幸司 54'23"  

20 佐藤祐子 54'50" 
女子 1位 

（女子のコースレコード） 

21 石塚正明 55'16"  

22 志方一磨 55'29"  

23 斉藤充 55'52"  

24 勅使河原暁 56'24"  

25 山本としあき 57'30"  

26 岡部秀克 57'59"  

28 伊井賢一 58'32"  

29 岡村秀治 59'02"  

30 木村健一 59'19"  

31 川田守 1°02'12"  

32 五十嵐修 1°02'53"  

33 江野良則 1°03'56"  

34 上野和寛 1°03'59"  

35 本棒邦彦 1°04'07"  

36 上野文子 1°04'42" 女子 2位 

37 齋藤伸一 1°05'02"  

38 金澤明香 1°05'11" 女子 3位 

39 伴肇 1°06'40"  

40 鈴木利幸 1°07'54"  

41 山内忠 1°07'57"  

42 砂川幹男 1°08'17"  



43 橋本雄一 1°08'42"  

44 菊地徹 1°10'57"  

45 山本深青子 1°13'28" 女子 4位 

46 大関尚樹 1°15'46"  

47 劔持友規 1°16'16"  

48 有村光典 1°19'03"  

49 菊池晃 1°21'37"  

50 白川敦士 1°23'58"  

51 田村一夫 1°24'51"  

52 桜井正美 1°26'07"  

53 中村一久 1°29'54"  

54 山下三幸子 1°30'29" 女子 5位 

55 牧田 豊樹 1°46'18"  

56 石田雅之 1°52'31"  

 

コースレコード 45分台が約 5年続いていた。にもかかわらずあっさりと約 4分も更新されてしまった。

日本代表を手中にしかけた男の走りは予想をはるかに越えていた。 

残念ながらゴール地点での計測のためその走りを目の当たりにする事は出来なかったがこの圧倒的なタ

イムがすべてを物語っているようだった。41分 46 秒。竹谷賢二が新しいコースレコードを樹立した。 

2位には、いまいちのコンディションの中でも従来のコースレコードに迫るタイムで宮塚英也。 

プロの意地を見せた。 

特筆すべきは女子の 1位佐藤祐子。男子でもこのタイムを上回ればそこそこ実力者。 

今回は、練習会始まって以来のたくさんの方にご参加いただきました。ＦＥＴにも景品を提供していただ

きました。ファンライドも 10月号に掲載していただける予定です。 

皆さんご参加、ご協力ありがとうございました。次回もお待ちしております。 

 


